
「宇宙輸送システム長期ビジョン素案」に関する 

意見募集の結果について 

 

平成 26 年 3 月 31 日 

 

 宇宙戦略室の委託調査の一環として、「宇宙輸送システム長期ビジョン素案」（以下、長期ビジョン素案）に関

する意見募集を行い、平成２６年３月１３日に開催した宇宙輸送システム長期ビジョンワーキンググループ会合に

おいて、意見への対応について検討を行った。 

 

 以下、意見募集の結果及び意見への回答（別添）について報告する。 

 

１．募集期間等 

期間：平成 26年 2月 21日（金）から 3月 10日（月）正午まで 

方法：調査委託先 WEBサイトに意見を入力 
 

２．意見総数（件） 

46件 

合計 全体 はじめに 第１章 第２章 第３章 第４章 おわりに 

46 13 0 6 5 6 16 0 
(注)意見総数は、ホームページの入力フォーマットで意見を提出した件数を集計したもの。 

2名の連名で出された意見については、入力フォーマットの意見提出 1件につき、2件として集計している。 

1件の意見の中に記載された内容毎に分割して別添の表に整理した。このため別添の表の項目数は意見総数 46件を上回る。 

 

３．意見提出人数（人）※WEB入力フォーマットに記載の氏名より集計。 

12人 

合計 民間企業 NPO 法人 独立行政法人 一般社団法人 大学 個人 

13 4 3 2 1 1 2 
(注)1の者が 2件以上の意見を提出している場合があるため、人数より意見総数の方が多い。 

資料１ 
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

1
安全保障の観点も踏まえ
るべき。

宇宙基本計画の「基本的な
方針」において、「宇宙活動
は、我が国の安全保障や社
会的経済的利益の確保のた
めに不可欠であり、自律的
に行う能力を保持すること
は、我が国宇宙政策の基本
である。」とされています。ご
意見を踏まえ、この文言を本
ビジョンに反映します。

本文p.3 第1パラグラフ
　はじめに

宇宙基本計画（平成２５年１月２５日宇宙開発戦略本
部決定）において、宇宙輸送システムは、我が国が
必要とする時に、必要な人工衛星等を、独自に宇宙
空間に打ち上げるために不可欠な手段であり、その
維持は我が国の宇宙活動の自律性確保の観点から
重要であるとされている。

宇宙基本計画（平成２５年１月２５日宇宙開発戦略本部決定）に
おいて、宇宙活動は、我が国の安全保障や社会的経済的利益
の確保のために不可欠であり、自律的に行う能力を保持すること
は、我が国宇宙政策の基本であると示されている。また、宇宙輸
送システムは、我が国が必要とする時に、必要な人工衛星等を、
独自に宇宙空間に打ち上げるために不可欠な手段であり、その
維持は我が国の宇宙活動の自律性確保の観点から重要である
とされている。さらに

2

将来宇宙輸送システムの
開発自体が目的ではな
く、何のミッションのために
将来宇宙輸送システムを
開発するのかという視点
から検討すべき。

本ビジョンは将来の新しい宇
宙利用の姿を描き、それを
実現する将来宇宙輸送シス
テムは何かという視点で検
討を行っております。また、
将来宇宙輸送システムの姿
として従来のように特定の
ミッションに限定した宇宙輸
送システムではなく、インフラ
として誰でも自由に利用でき
るものと想定しておりますの
で、その趣旨をより明確に記
載いたします。

本文p.4 第6パラグラフ
　第1章
　　１−１．

したがって、ここで想定する宇宙輸送は、特別な輸送
手段ではなく、鉄道や航空機のようなインフラとして
当たり前に存在し、誰でも自由に利用できるものにな
ることが必要である。

このような宇宙輸送は、従来のように特定のミッションに限定した
特別な輸送手段ではなく、鉄道や航空機のようなインフラとして
当たり前に存在し、誰でも自由に利用できるものになると想定さ
れる。

「宇宙輸送システム長期ビジョン素案」に関する意見への回答
(注)１件の提出意見に当たり複数の意見を含むものについては、分割して回答しています。 資料１別添 
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

本文p. 5 第2,3パラグラフ
第1章
　１−１．

このような宇宙輸送の転換は、現在の技術では困難
であるため、他分野技術の積極的な導入を含め、先
端的な技術を獲得する必要がある。

　これまでに開発された繰り返し運用の可能な宇宙輸送システム
は技術的な限界等からコスト低下や高頻度運用を実現すること
はできなかった。しかし、近年、輸送コストの低減に対する要求
が高まり、それを支える技術にも大幅な進展があったため、再使
用型宇宙輸送システムの実現を可能とする技術基盤が整ってき
た。たとえば、設計や加工・製造、素材等の基盤的な技術におい
て技術革新が起きていることや、スクラムジェットの飛行試験の
成功や、ターボ系エンジンの技術実証の成果の蓄積等も進んで
いること等が挙げられる。諸外国においても、米国空軍や
DARPA等のほか、民間の米国SpaceX社、英国Reaction Engines
社等の企業を含め、再使用型宇宙輸送システムの開発に向けた
動きが再び見られるようになってきた。
　したがって、今後、このような再使用型宇宙輸送システムが実
現する可能性が高まっており、我が国としても自律性と国際競争
力を確保するためにその開発を加速させる必要がある。
　このような宇宙輸送の転換を実現するためには、現在の技術
では困難であるため、他分野技術の積極的な導入を含め、先端
的な技術を獲得する必要がある。

本文p.18 第5パラグラフ
　第2章
　　２−３．

諸外国においても、米国空軍やDARPA等のほか、民
間の米国SpaceX社、英国Reaction Engines社等の企
業を含め、再使用型宇宙輸送システムの開発に向け
た動きが再び見られるようになってきた。

我が国について言えば、H-Ⅱシリーズや一連の固体燃料ロケッ
ト等の開発を通じて宇宙輸送システムの開発能力が飛躍的に高
まるとともに、宇宙利用の進展により、宇宙環境についての理解
が大幅に深まった。諸外国においても、米国空軍やDARPA等の
ほか、民間の米国SpaceX社、英国Reaction Engines社等の企業
を含め、再使用型宇宙輸送システムの開発に向けた動きが再び
見られるようになってきた。これらは、スペースシャトル計画が始
まった1970年代当時よりも先進的な技術に基づくものである。

本文p.34 第4パラグラフ
第4章
　４−３．
　　（１）
　　　②

エアブリージングエンジンの技術的な課題としては、
取り入れた空気の速度が超音速のまま燃料を燃焼さ
せる技術、超音速の空気を取り込む超音速インテー
ク技術 等、極限環境の中で飛行するための技術が
挙げられる。これらは現在の延長上にある技術では
実現が困難である。

エアブリージングエンジンの技術的な課題としては、取り入れた
空気の速度が超音速のまま燃料を燃焼させる技術、超音速の空
気を取り込む超音速インテーク技術 等、極限環境の中で飛行す
るための技術が挙げられる。これらは現在の延長上にある技術
では実現が困難であるが、近年では米空軍がマッハ5級のスクラ
ムジェット実験機X-51の飛行試験に成功する等、技術的蓄積や
その実証が進みつつある。

4

基幹ロケットの高度化や
新型基幹ロケットの開発
に大きな意義があると最
初から結論付ける表現は
避けるべき。

基幹ロケットの高度化や新
型基幹ロケットの開発は方
針として決定されています
が、ご意見を踏まえて事実
関係のみを記載するように
修正いたします。

本文p.18 第2パラグラフ
第2章
　２−３．

現行の基幹ロケットの高度化や新たな基幹ロケット
の開発等に着実に取り組むことには大きな意義があ
る。

すでに現行の基幹ロケットの高度化や新型基幹ロケットの開発
等のプロジェクトが進展しつつある。

3

以前の将来宇宙輸送シス
テムの検討時からどのよ
うな変化があったのか示
すべき。

以前の検討時からの変化に
ついて更に分かり易く記載い
たします。
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

5

本文p.20
　第3章
　　３－１．
　　　（１）
　　　　（人工衛星の利用）

　また、小型・超小型の衛星を連携させることにより、
時間頻度を高めて地球上をモニタリングするような利
用方法が既に実現しつつある。

また、複数の衛星が同じ軌道を通ることで時間頻度を高めて地
球上をモニタリングするコンステレーション運用が既に始まってお
り、今後、拡大することが想定される。

6 参考資料集p.31
大規模なコンステレーション化により、大型衛星に匹
敵する能力を持たせる構想（例：DARPAのシステム
F6）もある

大規模なコンステレーション化により、大型衛星に匹敵する能力
を持たせる構想（例：DARPAのシステムF6）もあった

本文p.22
　第3章
　　３−２．
　　　（２）
　　　　（軌道上サービス）

人工衛星をより長期間にわたって運用可能とするた
め、軌道上での燃料補給や修理・改修を行うことが
見込まれる。

軌道上で人工衛星や宇宙探査機等の組立を行うことにより大型
化や高機能化が可能となると想定される。また、人工衛星をより
長期間にわたって運用可能とするため、軌道上での燃料補給や
修理・改修を行うことが見込まれる。

本文p.22
　第3章
　　３－１．
　　　（２）
　　　　脚注66

軌道上において衛星への燃料補給や修理・改修を行
う活動を指す。資料集p.36「新たな宇宙利用の姿
（3/6）」を参照。

（削除：軌道上において衛星への燃料補給や修理・改修を行う活
動を指す。）資料集p.36「新たな宇宙利用の姿（3/6）」を参照。

参考資料集p.36 -
軌道上における人工衛星や宇宙探査機等の組立を行うことによ
る大型化や高機能化

8

航空輸送の考え方と技術
に、宇宙輸送の考え方と
技術をいかに近づけるか
がポイントであるという表
現にすべき。

本長期ビジョンでは将来宇
宙輸送システムにおいて「航
空と宇宙の融合」が重要で
あるという認識を持っており
ます。また、個別の技術につ
いて航空と宇宙では相違点
もあるため、ご意見を踏ま
え、「航空輸送の考え方を宇
宙輸送に導入する」という表
現に修正します。

本文p.24 第2パラグラフ
　第3章
　　３−２.
　　　（１）

輸送インフラとして確立している航空機技術あるいは
航空輸送の考え方が参考になる。すなわち「航空と
宇宙の融合」である。

輸送インフラとして確立している航空輸送の考え方を宇宙輸送に
導入することがポイントになる。すなわち「航空と宇宙の融合」で
ある。

9
宇宙エレベータについて
も言及すべき。

本ビションの検討範囲は
2050年までとしており、宇宙
エレベータ等の技術的な不
確定性が極めて大きい将来
宇宙輸送システムは、2050
年以降の出現が想定される
と認識しております。ご意見
を踏まえ、その趣旨を追記い
たします。

本文p.26,27 第10パラグラフ
　第3章
　　３−２.
　　　（３）

-
なお、核融合推進やレーザー推進、軌道エレベータといった革新
的な将来宇宙輸送システムも、2050年代以降には出現すると考
えられる。

7

小型超小型衛星のコンス
テレーション運用の例とし
て示されているDARPAの
F6はキャンセルされてい
るはずである。

将来の宇宙利用の姿とし
て軌道上の組立・製造に
より人工衛星や探査機の
大型化・高機能化が可能
になることを加えるべき。

ご意見を踏まえ、将来の宇
宙利用の姿の例として追記
いたします。

ご意見を踏まえ、誤解を招
かないように修正いたしま
す。また、コンステレーション
運用に関してより分かり易い
表現に修正しました。
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

10
2030年代に新たな基幹ロ
ケットしか念頭にないよう
な表現は避けるべき。

ご意見を踏まえ、重複排除
の観点からも文言を修正い
たしました。

本文p.28 第2パラグラフ
　第4章
　　４−１.

我が国では新たな基幹ロケットの運用を2020年から
開始する予定であり、各国の動向を踏まえても、少な
くとも2030年代までは新たな基幹ロケットのような使
い切り型ロケットが低軌道への主な輸送手段である
と想定される。

我が国では新型基幹ロケットの運用を2020年から開始する予定
であり、各国の動向を踏まえても、少なくとも2030年代までは（削
除：新たな基幹ロケットのような）使い切り型ロケットが低軌道へ
の主な輸送手段であると想定される。

11

発展経路を「発展形態」と
し多様な発展形態の混在
を強調する表現にすべ
き。

本ビジョンでは、将来宇宙輸
送システムのゴールに到達
する道筋が複数あるという趣
旨を強調するために「発展経
路」としております。ただし、
ご意見を踏まえ、開発の過
程で多様な発展形態が想定
されるとの記述を追加しまし
た。

本文p.29 第5パラグラフ
第4章
　　４−１.

上記の通り、再使用型宇宙輸送システムには複数の
パスが考えられるが、適切な時期に適切なパスを選
択し、開発を集中させる必要がある。
ただし、どのパスにおいても共通に必要となる技術が
あることや、各パスが進展する途上で、実用化できる
システムが生まれる可能性もあることから、開発の初
期の段階では、各パスの発展可能性を追求すること
が必要である。

上記の通り、再使用型宇宙輸送システムには複数のパスが考え
られ、その過程おいては、発展形態についても多様なものが想
定される。また、どのパスにおいても共通に必要となる技術があ
ることや、各パスが進展する途上で、実用化できるシステムが生
まれる可能性もあることから、開発の初期の段階では、各パスの
発展可能性を追求することが必要である。その上で、適切な時
期に適切なパスを選択し、開発を集中させる必要がある。

本文p.31 第3パラグラフ
　第4章
　　４−２．
　　　（２）

これに関する技術的課題としては、極低温燃料の帰
還後の扱い、有毒燃料の使用排除、飛行中の点検、
ヘルスモニタリング、次の飛行開始に向けた確認等
があり、航空機や高度な安全性が求められる地上シ
ステムの運用、点検、検査等の手法から、その解決
策を学ぶことも多いと考えられる。

これに関する技術的課題としては、（削除：極低温）燃料の帰還
後の扱い（安全化措置等）、（削除：有毒燃料の使用排除、）飛行
中の点検、ヘルスモニタリング、次の飛行開始に向けた確認等
があり、航空機や高度な安全性が求められる地上システムの運
用、点検、検査等の手法から、その解決策を学ぶことも多いと考
えられる。

本文p.33 第4パラグラフ
　第4章
　　４−３．
　　　（１）
　　　　①

再使用型ロケットの基本的な原理は現在使われてい
る化学燃料ロケットエンジンと変わらないが、長寿命
化や、故障発生時に安全に停止できるフェールセー
フによる信頼性向上等を図る必要がある。

再使用型ロケットの基本的な原理は現在使われている化学燃料
ロケットエンジンと変わらないが、長寿命化や、故障発生時に安
全に停止できるフェールセーフによる信頼性向上等を踏まえた設
計にする必要がある。

本文p.37 第1パラグラフ
　第4章
　　４−４．
　　　（１）
　　　　①

炭化水素燃料 炭化水素燃料（LNG、ケロシン等）

本文p.37 第3パラグラフ
　第4章
　　４−４．
　　　（１）
　　　　①

炭化水素系燃料の一種である液化メタン燃料推進系
の研究開発にも取り組んできており、

LNG燃料の一種である液化メタン燃料推進系の研究開発にも取
り組んできており、

本文p.37
　第4章
　　４−４．
　　　（１）
　　　　①

貯蔵性の観点で、現在の延長線上の技術では、水
素燃料を用いた推進系は地球低軌道から月周辺ま
での、炭化水素系燃料を用いた推進系は火星以遠
の再使用型の軌道間輸送機に適している。

　これらの推進系は、燃料の貯蔵性や比推力等に関するそれぞ
れの特性を活かし、地球低軌道から月までの輸送や火星以遠へ
の輸送等、用途に合わせて使い分けられることになると想定され
る。

12

将来宇宙輸送システムの
推進系で使用する燃料に
ついて限定することは避
けるべき。

本長期ビジョンでは、将来宇
宙輸送システムに使用する
燃料について限定しておりま
せんが、ご意見を踏まえ、誤
解の生じない表現に修正い
たします。
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

本文p.35 第1パラグラフ
第4章
　４−３．
　　（２）

材料技術と構造設計技術の革新的進歩が必要であ
る。

材料技術の革新及び高度化に加え、バイオミメティクスをはじめ
とする新たな考え方に基づいた構造設計技術の革新及び高度
化が必要である。

本文p.35
第4章
　４−３．
　　（２）
　　　脚注81

-

バイオミメティクスとは、「生物模倣」を意味し、生物の構造とその
機能から着想を得て、それらを人工的に再現することによって、
工学や材料科学、医学等の様々な分野への応用を目指そうとす
る考え方を指す。

14
比推力の解説を分かり易
くしてほしい。

より分かり易い表現するとと
もに、比推力の定義と式を併
記しました。

本文p.37
第4章
　４−４．
　　脚注88

比推力とは、「1kgの燃料によって、1Nの推力を生じさ
せることができる時間」である。言い換えれば、「効果
的な燃焼が維持できる秒数」であり、自動車で言えば
「燃費」に似た概念である。

比推力とは、航空機やロケットエンジンの性能指標であり、「1kg
の燃料（削除：によって、）で1Nの推力を生じさせることができる
時間」と定義される。自動車で言えば「燃費」に似た概念である。
　式としては、次のように表される。Isp=F/(dw/dt)
　　Isp：比推力（単位：秒）
　　F：推力（単位：kgf）→kgf：キログラム重
　　dw/dt：ロケットが噴出する推進薬の重量流量（単位：kgf/秒）

15

小型実験機の成果を積み
重ね、1/3～1/4程度のコ
ストを実現する「部分再使
用型の実利用システム」
を2030年頃の中間目標と
して設定することが適当。

今後、小型実験機の具体的
な検討は、別途実施されるも
のと認識しておりますので、
その趣旨を追記いたします。

本文P.40 第3パラグラフ
　第4章
　　４−６．

以上の考え方に基づき、2010年代中に、再使用型ロ
ケット実験機とエアブリージングエンジン搭載型実験
機の二種類の小型実験機の開発に向けた検討を開
始すべきである。

以上の考え方に基づき、2010年代中に、再使用型ロケット実験
機とエアブリージングエンジン搭載型実験機の二種類の小型実
験機の開発に向けた検討を開始すべきである。具体的な検討に
ついては、今後、適切な場において別途実施する必要がある。

16
将来宇宙輸送システムの
開発についてタイムフ
レームを示すべき。

開発のタイムフレームは、将
来宇宙輸送システムの開発
プロセスの図において大枠
を示しています。ご意見を踏
まえ、本文中にも図に示した
タイムフレームについて追記
いたします。

本文p.40 第5パラグラフ
　第4章
　　４−６．

-
実験機に続いて、2020年代以降には実証機の開発にも着手し、
2030年代には将来型宇宙輸送システムの実用化を見据えた試
験機を開発することが想定される。

17
試験場等の地上施設につ
いても言及すべき。

ご意見を踏まえ、実験等に
必要な地上施設について追
記しました。

本文p.41 第2パラグラフ
第4章
　４−６．

-
なお、実験等に必要な地上施設についても、検討を行う必要が
ある。

13

構造設計技術において、
生物に学ぶバイオミメティ
クスの重要性を強調する
べき。

ご意見を踏まえ、バイオミメ
ティクスを例示させていただ
きます。
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

18
スペースポート等の地上
施設についても言及すべ
き。

ご意見を踏まえ、スペース
ポート等の地上施設につい
て追記しました。

本文p.42,43 第6パラグラフ
第4章
　４−７．
     （５）

-

（５）スペースポート等の地上施設
　実用型の将来宇宙輸送システムを運用するために必要なス
ペースポート等の地上施設や管制、運航管理に関する技術につ
いても、今後、開発の進展とともに検討を行う必要がある。

19

失敗の歴史を繰り返さな
いため、実務経験のある
退職者を活用することが
重要。

ご意見を踏まえ、これまでの
開発ノウハウの伝承の必要
性について追記いたします。

本文p.43 第3パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（６）

将来宇宙輸送システムの分野においても、同様に実
験機の開発等を通じて、システム全体の開発を若い
うちに経験できる機会を確保し、若い人材にとって魅
力的な環境を創出することが必要である。

将来宇宙輸送システムの分野においても、同様に実験機の開発
等を通じて、システム全体の開発を若いうちに経験できる機会を
確保し、若い人材にとって魅力的な環境を創出することが必要で
ある。その際、過去の開発ノウハウの伝承にも留意する必要が
ある。

本文p.43 第6パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（７）

商業活動を行うための規則 商業活動を促進するための制度

本文p.43 第7パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（８）

民間に期待される役割としては、将来宇宙輸送シス
テムの実験機の開発過程から民間の活力を取り込
み、得られた成果を民間に円滑に移転していくことが
適当である。民間は適切な段階で事業化判断を行
い、国との適切な役割分担の下、開発に責任を持っ
て取り組むことが望まれる。

民間が新しいアイデアの提案も含めて開発段階から積極的に参
画し、将来宇宙輸送システムの実現に向けた取組が活性化する
ことが期待される。また、実用機については、民間は適切な段階
で事業化判断を行い、国との適切な役割分担の下、開発に責任
を持って取り組むことが望まれる。

21

海外でサブオービタルの
商用飛行が始まろうとして
いる中、2030年までは使
い切り型ロケットの開発に
集中し、その後で再使用
型宇宙輸送システムを開
発するという構想は悠長
である。

本長期ビジョンでは、2010年
代に再使用型宇宙輸送シス
テムの開発の検討に着手す
べきとしており、2030年まで
は使い切り型ロケットの開発
に集中するということではご
ざいません。また、所要の施
策を早期に実施することにも
触れております。ただし、ご
意見を踏まえ、早期に実験
機の開発に向けた取組を行
うことを明示しました。

本文p.44 第5パラグラフ
　おわりに

そのために、所要の施策を早期に実施することを期
待する。

そのために、実験機の開発に向けた所要の施策を早期に実施
することを期待する。

22

高度化という文言は、独
創的創造性の高い技術
開発の精神から乖離した
表現であるため、使用を
避けるべき。

ご意見の通り、高度化という
文言は、既存の技術の延長
上と読み取れるため、高度
化とともに革新を図るという
文言に修正します。

全体 高度化 革新及び高度化

将来宇宙輸送システムの
開発を活性化するため
に、これまで宇宙開発利
用に携わってきた民間企
業ではなく、間口を広げた
他の民間企業の自主的な
活動を促進する必要があ
る。そのために、民間の
活動を促進するための、
法整備、規制緩和、助成
金等が必要。

ご意見を踏まえ、新しい民間
企業の取組への期待や制度
についても言及させていただ
きます。

20
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

23

長期ビジョンとして、宇宙
利用の飛躍的な拡大に向
けた再使用型システム構
築が国の文書としてまと
まったことの意義は大き
い。この文書に示される
計画を確実に実施してい
くことが重要。

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

24

人、物の地球規模での更
なる高速輸送は求められ
ていると考えられる。安全
に配慮し、ステップを踏ん
だ開発を期待する。
その時、2002年7月オー
ストラリア・ウーメラでの超
音速機実験失敗、2013年
8月スウェーデンでの超音
速実験失敗等の経験を生
かしてもらいたい。

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

25

二地点間輸送を考えれ
ば、エアブリージングエン
ジンを装着したスペースプ
レーンが最も望ましい将
来ビジョンだろうと思われ
るが、四半世紀前、航空
宇宙技術研究所及び宇
宙科学研究所で行われて
いたスペースプレーンの
研究が技術不足か研究
予算の打ち切りにより目
覚ましい成果を上げること
なく現在に至っているこ
と、また会社設立10年で
Falconを事業化した
Space-X社の最近の
Grass Hopperは短期間に
大きな成果が出る可能性
があることを考慮すると、
二番手ではあるが安定し
ている再使用ロケットとエ
アブリージングエンジンを
共に候補とすることは妥
当と考える。

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

26

全体的に良く検討されて
いると考えます。これを今
後日本としてどう展開して
行くかの具体策、ロード
マップが求められる。

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

27

宇宙輸送システムに関す
る制度について、優位性
確保の観点から日本も積
極的に参画すべきとの見
解に同意見である。

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

28

最終目的である「宇宙利
用の飛躍的な拡大」に向
け、途中段階でもユーザ
利用と連携した活動として
いくことが大事だと考えま
す。(無重量実験、小型衛
星打上等)

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

9



No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

29
既存技術を大いに利用
し、低額開発を図る。

本ビジョンに賛同するご意
見と認識しました。

全体 - -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

30

輸送手段としての現有使
い捨てロケットの発想から
脱却する。この資料にも
あるよう再使用に特化す
る。

再使用型宇宙輸送システム
の実現に向けた取組を活発
化させる必要性について本
ビジョンで記載しています。

本文p.19 第3パラグラフ
　第2章
　　２−３．

　このような状況に鑑み、我が国としても使い切り型ロ
ケットである新型基幹ロケットの開発だけでなく、再使用
型宇宙輸送システムの実現に向けた取組を活発化させ
る必要がある。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

31

実験機能(元ステーション
同じ発想)。無重力下での
実験等の業務を実施す
る。ニーズを一般から募
集する機能を追加する。

宇宙実験・生産拠点につい
て本ビジョンで記載していま
す。

本文p.22
　第3章
　　３−１．
　　　（２）
　　　　（滞在型宇宙旅行、宇宙実
　　　　　験・生産拠点）

（滞在型宇宙旅行、宇宙実験・生産拠点）
（～中略～）
　こうした商業宇宙ステーションは、滞在型宇宙旅行の
ためのいわゆる宇宙ホテルとしての利用や無重力環境
下での実験・生産拠点としての用途が考えられる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

32

現有の宇宙ステーション
の考えに加えて、宇宙往
還のハブステーションとす
る事を提案したい。

軌道上における人・物資の
中継及び燃料貯蔵・補給に
ついて本ビジョンで記載して
います。

本文p.22
　第3章
　　３−１．
　　　（２）
　　　　（軌道上サービス）

（軌道上における人・物資の中継及び燃料貯蔵・補給）
 月周辺に対して頻繁なアクセスを行うため、地上から
低軌道領域までの再使用型宇宙輸送機から低軌道領
域から高軌道領域までの再使用型の軌道間輸送機、
それらの輸送機の間で物資や人を載せ替えるための
中継拠点、軌道上に燃料や物資の貯蔵・補給施設（デ
ポ）等が建設され、宇宙輸送のハブとして利用されると
考えられる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

33

静止軌道に大型プラン(例
太陽光発電所(SSPS)等))
を建設する事をまず考え
たい。

宇宙太陽光発電について本
ビジョンで記載しています。

本文p.22
　第3章
　　３−１．
　　　（２）
　　　　（宇宙太陽光発電等）

（宇宙太陽光発電等）
　太陽光発電パネルで発電した電力をマイクロ波等で
地球に送信する宇宙太陽光発電システム（SSPS） 等、
大規模な構造物を宇宙空間に建設することが想定され
る 。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

34
デブリ対策システムの構
築を忘れてはいけない。
近い将来大問題になる。

デブリ低減について本ビジョ
ンで記載しています。

本文p.22
　第3章
　　３−１．
　　　（２）
         （軌道上サービス ）

（軌道上サービス ）
 軌道上で人工衛星や宇宙探査機等の組立を行うこと
により大型化や高機能化が可能となると想定される。ま
た、人工衛星をより長期間にわたって運用可能とするた
め、軌道上での燃料補給や修理・改修を行うことが見
込まれる。これにより衛星の寿命が延び、デブリ低減に
もつながる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

35

輸送システムは次の4つ
に区分して開発目的を明
確化して実行する。
  ・地球からハブ基地への
輸送
  ・宇宙空間への輸送(従
来に近い)
  ・衛星間移動
  ・地球上での輸送(スクラ
ムジェット等)

ご意見の区分は、軌道領域
別に見た2040年から2050年
頃の宇宙利用と輸送の分類
に含まれていると認識してい
ます。

本文p.27
　第3章
　　３−２．
　　　（３）

「軌道領域別に見た2040年から2050年頃の宇宙利用と
輸送の分類」表参照

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

36

輸送システムはあくまで
も、目的(例、宇宙往還機
等)の為の手段であること
を個々の計画段階から、
整理して宇宙開発計画と
したい。

本長期ビジョンでは、低軌道
では再使用型宇宙輸送シス
テム、高軌道ではミッション
や行き先に合わせて多様な
軌道間輸送機を使用するこ
とを想定してます。

本文p.27
　第3章
　　３−２．
　　　（３）

同上 -
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

37

「数十分の一の輸送コスト
の実現」はいまさら改めて
言うまでもないことで、こ
の点がどれだけ議論し詰
められたのかが本報告で
は見えない。具体的な提
言を述べるべきである。

抜本的な低コスト化について
本長期ビジョンで詳しく記載
しています。

本文p.25,26
　第3章
　　３−２．
　　　（１）
　　　　②

②抜本的な低コスト化
　米国や欧州では、2020年代以降に輸送コストを数十
分の一程度まで低下させることを目指して、再使用型
宇宙輸送システムの研究開発が行われている     。
　また、宇宙空間にSSPS等の大規模構造物を建設す
るためには、大量の建設資材を分割して軌道上まで運
ばなければならないため、1日1回から数回程度の高頻
度輸送を長期間にわたって行う必要があり、そのため
には、JAXAの試算によると、輸送コストを1/50程度に
まで低下させる必要があるとされている 。
　また、新たな宇宙利用においては、滞在型宇宙旅行
や資源採掘等その他の宇宙輸送需要も増大すると見
込まれ、このような高頻度な宇宙利用を支えるために
も、現在に比べて輸送コストを抜本的に低下させる必要
がある。
　さらに輸送コストの抜本的な低減により、宇宙利用の
需要全体が大幅に拡大することが予測される 。
しかし、第２章２－３で述べたように、従来の使い切り型
ロケットでは、輸送コストの抜本的な低減が困難であ
る。このため、１回あたりの輸送コストをロケットの数十
分の一に低減させることができる再使用型宇宙輸送シ
ステムにより、抜本的な低コスト化を図る必要がある。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

38

有人まで含め1兆円を越
えるような開発規模では、
実現は難しいと感じてい
ます。開発規模削減に向
けた手法構築も合わせて
獲得できると、現実味が
出てくると考えます。

開発プロセスの効率化につ
いて本ビジョンで記載してい
ます。

本文p.32 第2,3パラグラフ
　第4章
　　４−２．
　　　（３）

　再使用型宇宙輸送システムのようにロケットより大規
模で複雑なシステムにおいては、開発プロセスをこれま
でより効率化する必要がある 。
　事前にコンピュータによるシミュレーションを活用した
評価を行い、大規模な開発試験を不要とするような開
発プロセスの効率化が今後、更に重要になっていくと考
えられる。また、シミュレーション技術をシステム全体の
ライフサイクルを通じて適用することにより、安全性、運
用性、保守性等を評価できる技術を習得することが重
要であると考えられる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

39

日本のロケットエンジンは
芸術品であり過ぎるた
め、シンプル化を図ること
が重要。

エンジンを簡素化する技術
について本ビジョンに記載し
ています。

本文p.33,34 第7パラグラフ
　第4章
　　４−３．
　　　（１）
　　　　①

　具体的にはエンジンの構成やコンポーネントを簡素化
して損傷箇所を減らすとともに、航空機設計のように意
図的な破損個所及び破損モードを盛り込むことで、自
己状態診断の強化、点検・交換等の簡便化を図るとと
もに、破損個所の影響がエンジン全体へ波及しないよう
に設計することが必要である。
　また、エンジンの構成やコンポーネントを簡素化する
技術は製造コストの削減をもたらす。この点で日本は世
界をリードできる可能性があり、注力すべきである。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

40
機体の軽量化を図る。ナ
ノマテリアルを出来るだけ
利用を図る。

機体の超軽量化技術と極低
温／超高温構造の一体設計
技術について本ビジョンで記
載しています。

本文p.35 第2パラグラフ
　第4章
　　４−３．
　　　（２）

 タンクをはじめとする構造材の革新的な軽量化には、
2020年代に実用化が予想されるカーボンナノチューブ
をはじめとするナノマテリアル技術が大きく貢献すること
が期待される。このような革新的材料の開発に加え、そ
れらの繊維の強度を引き出すために、航空機製造に用
いられているFRP 構造設計技術をさらに一歩進めるこ
とが重要となる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

41
・高温、高圧に耐えうる材
料を開発、有効利用す
る。

機体の超軽量化技術と極低
温／超高温構造の一体設計
技術について本ビジョンで記
載しています。

本文p.35 第6パラグラフ
　第4章
　　４−３．
　　　（２）

また、我が国が得意とするSiC （シリコンカーバイド）等
の耐熱素材技術を用いて、熱構造技術の革新及び高
度化を実現することも重要である。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

42

地上制御室と機体とは通
信、制御可能とする。
機体のヘルスモニタリン
グ可能とする。

ヘルスモニタリングやネット
ワーク技術について本ビジョ
ンで記載しています。

本文p.36 第2パラグラフ
　第4章
　　４−３．
　　　（３）

　特に「エンジンヘルスモニタリング技術」 、「構造ヘル
スモニタリング技術」 、「統合機体ヘルスマネジメント
（IVHM）技術」 等が重要である。
　また、ヘルスモニタリングの結果、飛行継続が困難と
判断された場合に適切な行先や飛行経路を再設定す
る自律飛行管理・飛行計画技術も必要である。これらの
開発に当たっては、現在の航空機用エンジンや地上の
プラントシステム等で故障予知に用いられている、セン
サー技術、ネットワーク技術、ビックデータ解析技術等
のICT技術の進展を積極的に取り込む必要がある。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

43

宇宙ステーションのよう
な、ベース基地と衛星間
輸送はLNG/LOXエンジン
とする事を基本として、高
速を必要としない輸送、長
距離輸送はイオンエンジ
ン等の電気推進とする。

化学推進系と電気推進系の
用途の違いについて本ビ
ジョンで記載しています。

本文p.37
　第4章
　　４−４．
　　　（１）
　　　　①、②

① 化学推進系
　高い推力を発揮できる化学推進系は、燃料として水
素を使用するものと、 炭化水素（LNG及びケロシン等）
を使用するものに大きく分けられる。
（～中略～）
　これらの推進系は、燃料の貯蔵性や比推力等に関す
るそれぞれの特性を活かし、地球低軌道から月までの
輸送や火星以遠への輸送等、用途に合わせて使い分
けられることになると想定される。

② 電気推進系
　月周辺等の比較的近い軌道間輸送用の電気推進系
に関しては、現在の静止衛星の軌道維持や惑星間探
査機で主に用いられるイオンエンジンよりも低コストか
つ小型で、大推力を発揮できるホールスラスタ が考え
られる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

44

国際間協同開発で実施の
ものと日本独自で開発シ
ステムを明確に区分す
る。

本ビジョンでは、国際優位性
の確保の観点から、推進系
技術や材料技術等個別の要
素技術で優位性を確保する
とともに、システムインテグ
レーション技術を獲得するこ
とにより、主体的な立場で国
際共同開発を主導していくべ
きという考え方を示していま
す。

本文p.39 第6パラグラフ
　第4章
　　４−５．

　国際共同開発とそのビジネスにおいて重要なことは、
主体性を確保することである。推進系技術や材料技術
等個別の要素技術で優位性を確保するとともに、シス
テムインテグレーション技術を獲得することにより、主体
的な立場で国際共同開発を主導していくべきである。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

45
実用性の認識に欠けてい
る。

本ビジョンでは、将来宇宙輸
送システムの実用化を念頭
に置いた検討を行っていま
す。

本文p.40 第2パラグラフ
　第4章
　　４−６．

　このため、実験機の開発と運用を通じて、得られる各
種の成果を再び研究フェーズにフィードバックするという
サイクルを確立し、実用化に向けた研究開発を進めて
いく必要がある。より具体的には、まず実験機を開発
し、その成果を研究開発にフィードバックして、再使用
型宇宙輸送システムの実用化に必要な技術を実証す
る実証機を開発するというプロセスが想定される。さら
に実証機で得られた成果を研究開発にフィードバックし
て、実用型の再使用型宇宙輸送システムの試験機を開
発することになると考えられる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

46

将来宇宙輸送システムの
実現に向けた取組の意義
として、先端技術の獲得
を先端技術の獲得と取得
として、他分野との相互交
流とする。

他分野技術の取得は宇宙輸
送システム開発の意義とは
言い難いと判断しました。ま
た、他分野技術の利用につ
いては本長期ビジョンで記載
しています。

本文p.42 第5パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（４）

　これまで述べたように、航空機技術、材料技術及び
ICT技術等他分野技術の取り込みが、将来宇宙輸送シ
ステムの研究開発において重要となる。このため、他分
野の民間企業等からの協力を得て、将来宇宙輸送シス
テムの技術課題を解決することも必要である。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

47

この報告書を広く学生、若
者、ひいては国民が読ん
で賛同し、活力を生み出
す源泉となるよう努めてい
ただきたい。

次世代の活力とビジョンにつ
いては、システム全体の開
発を若いうちに経験できる機
会の確保として記載していま
す。

本文p.43 第3パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（６）

　将来宇宙輸送システムの分野においても、同様に実
験機の開発等を通じて、システム全体の開発を若いう
ちに経験できる機会を確保し、若い人材にとって魅力的
な環境を創出することが必要である。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

48
ON THE JOB TRAINING
を主眼とする。

本ビジョンでは、実験機の開
発等を通じて、システム全体
の開発を若いうちに経験でき
る機会を確保することを記載
しています。

本文p.43 第3パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（６）

　人工衛星の分野においては超小型衛星の開発が一
部の大学等で行われ、学生時代からシステム全体の開
発を経験する機会がある。将来宇宙輸送システムの分
野においても、同様に実験機の開発等を通じて、システ
ム全体の開発を若いうちに経験できる機会を確保し、
若い人材にとって魅力的な環境を創出することが必要
である。その際、過去の開発ノウハウの伝承にも留意
する必要がある。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

49
従来の国家予算に縛られ
ている国家主導の色彩を
払拭できていない。

将来宇宙輸送システムの開
発において、自律性確保の
観点から、国の果たす役割
は大きいと認識しています。
ただし、本ビジョンでは、民
間が開発段階から積極的に
参画することや適切な段階
で事業化判断を行い、開発
に責任を持って取り組むこと
についても言及しています

本文p.43 第7パラグラフ
　第4章
　　４−７．
　　　（８）

　民間が新しいアイデアの提案も含めて開発段階から
積極的に参画し、将来宇宙輸送システムの実現に向け
た取組が活性化することが期待される。また、実用機に
ついては、民間は適切な段階で事業化判断を行い、国
との適切な役割分担の下、開発に責任を持って取り組
むことが望まれる。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

50

日本が有人宇宙開発を目
指すことを記述すべき。ま
た、有人のミッションのビ
ジョンやその背景につい
ても深い議論すべき。

有人宇宙活動の議論は、宇
宙輸送システムの議論にと
どまらないため、今後、別の
総合的な検討が行われるこ
とが望ましいと認識していま
す。

本文p.44 第4パラグラフ
　おわりに

　なお、高い信頼性を前提とした再使用型宇宙輸送シ
ステムは有人輸送にも用いられることを想定した上で一
連の検討を行ったが我が国における有人宇宙活動の
議論は、宇宙輸送システムの議論にとどまらないため、
今後、別の総合的な検討が行われることが望ましい。

-
趣旨が既に本ビジョンの内容
に盛り込まれているご意見

51

将来の宇宙輸送系分野で
我が国が国際共同開発
のインテグレータを目指す
に当たっては、現在実現
に向けて動き始めている
「国際リニアコライダー研
究所計画」における我が
国の立ち位置と、高エネ
ルギー加速器研究機構
(KEK)を中心とする関係機
関のリーダシップを持った
活動内容が参考になると
考えられます。

今後の検討の参考にさせて
いただきます。

- - - 参考とさせていただくご意見

52

宇宙輸送系の将来ビジョ
ンも大切であるが、現時
点も大切である。宇宙基
本計画には「打上げは国
産ロケットの優先使用」を
記載しているだけでは、
WTO国際調達の可能性
が残る。米国と同様に「打
上げはWTO国際調達から
除く」の条文とすべきであ
る。
H-X(新型基幹ロケット)、
イプシロンの能力向上型
等の直近のプログラムへ
の予算付与、計画推進も
お願いしたい。

今後の検討の参考にさせて
いただきます。

- - - 参考とさせていただくご意見

53

航空との融合の観点か
ら、UAV、LTA等による空
間輸送活動の活発化に
注目する必要がある。

今後の検討の参考にさせて
いただきます。

- - - 参考とさせていただくご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

54

開発プロセスが抽象論
的。ある程度の予算が示
されるべき。幾つかの
ケーススタディが有っても
よい。

本ビジョンは大きな方向性を
示すものであり、予算につい
ては今後の検討に委ねるべ
きと判断しました。

- - - 予算に関するご意見

55

開発ロードマップは示され
ているが、どれくらいの経
費を要するのかは明示さ
れていない。コストを無視
したビジョンは画餅であ
る。開発費用を考えなが
ら議論していただきたい。

同上 - - - 予算に関するご意見

56

長期ビジョンを検討し、将
来に向けての基礎研究を
着実に実行して頂きた
い。是非、政府関係者は
予算付与をお願いした
い。

同上 - - - 予算に関するご意見

57

予算処置がなされ、本文
書に示される、システム全
体としての技術獲得/検
証が段階的に進むことを
望みます。

同上 - - - 予算に関するご意見

58

液酸/液水エンジンは既
存システムでOK、液水は
取扱い不便、推薬タンク
は大型化してしまう。推薬
はLNG/LOXエンジンかケ
ロシン/LOXと主体とす
る。将来火星等いった場
合はLNGはそこで製造で
きる。

本ビジョンでは、燃料の種類
を限定していません。具体的
な検討については、今後、適
切な場において別途実施す
る必要があると認識していま
す。

- - -
将来宇宙輸送システムに関す
る具体的なご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

59

もはや有人輸送システム
を前提とする時、従来の
使い捨てロケットで人の
輸送は考えない。

火星等への飛行については
使い切り型ロケットによる有
人輸送も想定されると認識し
ております。

- - -
将来宇宙輸送システムに関す
る具体的なご意見

60
問題発生時のための脱出
可能装置を備える。

具体的な検討については、
今後、適切な場において別
途実施する必要があると認
識しています。

- - -
将来宇宙輸送システムに関す
る具体的なご意見

61

宇宙ステーションのよう
な、ベース基地への輸送
はシャトル型として大気圏
突入は急角度突入しない
で済む形状をとる。

同上 - - -
将来宇宙輸送システムに関す
る具体的なご意見

62

運用システム/管制・支援
システムの在り方・要求さ
れる技術や推進系以外の
主要サブシステムについ
て、もう少し深く言及する
ことを希望。

同上 - - -
将来宇宙輸送システムに関す
る具体的なご意見
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

63

制度への参画に当たって
は宇宙関係者のみでなく
航空関連の経験も大いに
参考・連携・協力いただく
ことも必要と考える。
その想定として、現在の
航空機のように製造メー
カ(ボーイング等)/航空
メーカ(JAL等)のようなこと
を想定するのか。

同上 - - -
将来宇宙輸送システムに関す
る具体的なご意見

64

本ビジョンは、過去のHロ
ケットを評価し、この延長
線としての新型基幹ロ
ケットの実現と、さらにこ
れを再使用型ロケットにつ
ないでいくというある種既
存の組織・業界にとって
都合のよい論理が打ち出
されたに過ぎないのでは
ないか。

本ビジョンでは、マルチパス
のアプローチを採用してお
り、将来宇宙輸送システム
の発展経路に関して一つに
限定していません。

- - - その他

65

第一のパス:再使用型ロ
ケット)の”現在進めている
第一段ロケットの開発”が
唯一の既定路線であるよ
うな記述は改めるべきで
ある。

使い切り型ロケットの部分再
使用化は米国、ロシア等諸
外国とともに我が国でも検討
されており、完全再使用型が
出現するまでの過渡的形態
として想定することは妥当と
認識しています。

- - - その他

66
M-Vロケットの経緯につい
てもっと詳述すべき。

本ビジョンでは、宇宙輸送シ
ステムの歴史の大きな流れ
を示しているため、個々のロ
ケットについて詳述していま
せん。

- - - その他
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No. ご意見 回答 長期ビジョン（案）の該当箇所 原文 修正文 備考

67

「実用化されており、性能
面でも信頼性においても
世界最高レベルのロケッ
ト・・・・」と云う文言は、
少々自画自賛が過ぎると
考えます。

事実の記載として過大評価
では無いと認識しています。

- - - その他

68

将来宇宙輸送システムの
実現に向けた取組の意義
として、「長期的な自立性
の確保」が最初に出てくる
ことは奇異に感じる。

宇宙基本計画において、宇
宙輸送システムは、我が国
の宇宙活動の自律性確保の
観点から重要であるとされて
いるため、意義として最初に
記載することが適当と認識し
ています。

- - - その他

69

日照コントロールは、多く
の議論を呼ぶことになる
ので削除した方が宜しい
と思います。ハリケーンコ
ントロールは過去に多くの
議論を呼んだ経緯があり
ます。

議論となりうることは承知し
ているものの、技術的可能
性として記述は残すべきと認
識しています。

- - - その他

70

開発は現状のような一社
優先体制ではなく、多くの
民間企業が参加できる体
制とする。

本ビジョンでは、民間企業の
参加を制限していません。

- - - その他

71

先端技術の獲得による国
際優位性の確保 は・・・国
際協調ならびに競争にお
ける優位性の確保とすべ
き

国際協業は優位性獲得の背
景であるため、タイトルを変
更する必要は無いと認識し
ています。なお、国際協調に
ついては、第4章４−６．（２）
国際連携の推進に既述して
あります。

- - - その他
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No. 修正趣旨 箇所 原文 修正文

1
宇宙輸送システム部会において「新たな
基幹ロケット」から「新型基幹ロケット」に
文言を統一したため

全体 新たな基幹ロケット 新型基幹ロケット

2 文言の統一 全体
など
および

等
及び

参考：事務局による修正について

20


	（資料１）宇宙輸送システム長期ビジョン素案に関する意見募集結果rev3
	（資料１別添）意見への回答rev6（公開用）
	回答
	参考




